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です。次に、実際に一本鎖 L と R を溶液の中で
混ぜ合わせました。元々相性がいいものですから
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互いに結合するはずです。そうした場合の結果が






































































































































































































うものでした。ATP と ADP の赤外吸収スペク
トルに僅かな違いがありますので、その違いを検
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ティア研究所の山本英明先生が中心となり進めて
います。また、この神経回路網のシミュレーショ
ン計算も、₃年程前に山形大学の久保田繁先生の
ご指導を頂きながら、当時の博士課程大学院生の
桜井伊知郎君が精力的に行いました。シミュレー
ションによる計算結果と実際に構築した生きた神
経細胞より成る人工神経回路網の機能計測の結果
との比較は非常に興味深い研究テーマであり、今
後の研究の進展に期待したいと思います。
有機強誘電体膜薄膜を用いた圧力センサや脈拍
センサの開発もこれから行いたい研究です。この
研究は₃年程前に宮城高専の今井裕司先生との有
機強誘電体ガスセンサに関する共同研究がきっか
けとなり始めました。それより遡ること₇年程前
に当時の伊藤弘昌通研所長が研究所の教員に夢を
語れということで、助手から教授まで一人一人が
夢を語り、それらを纏めた冊子が出版されました。
図44がその時私が書いた夢の一部です。その内容
を見ますと、今行っているセンサの研究はそのと
きの夢そのもののような気がします。夢を追い求
めてといった感じです。
最後に、もう一つ面白いと思って行っている研
究がナノバブルの発生法とその応用に関する研究
です。用いているナノバブル発生法は、陽極酸化
法で形成したナノスケール細孔構造の薄膜に片側
から加圧するだけという至って「シンプル」なも
のです。これから細々と続けていく研究としては
最適と思っております（「シンプル」で話を始め
ましたので、「シンプル」で話を締めます）。
以上、かなり幅の広い分野の研究についてお話
してきましたが、最初に申し上げましたように、
多くの方々のご指導やご協力を頂きながらこのよ
うに自由気儘に研究をやって来られました。また、
ここでは紹介できませんでした多くの学生の皆さ
んの頑張りも様々な研究を進める上で大きな力に
なりました。特に、2011年の東日本大震災の際に、
当時の学生の皆さんの献身的な努力により速やか
に研究を再開できましたことは忘れることができ
ない出来事の一つです。ここに深く感謝致します。
これからも新しい人とのつながりをつくりなが
ら、そして研究を続けるには体力が必要ですので、
日課としているスロージョギングで体を適度に鍛
えながら新しい研究分野に入っていければ本望と
思っております。
最後に、電気系がこれからも教育と研究ですば
らしい成果を上げ、益々発展することを心より祈
念しまして私の最終講義とさせて頂きます。ご清
聴ありがとうございました。
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